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(昭和33年4月zz日第三種郵便物認可)
2月 の メ モ

1日=保険税1月分納期 cz日日まで〉
4日=市民かるた大会 (1011寺長安寺〉
5日=各地区公民館連絡協議会長会議 C2
時信用金庫〉

B臼=モーターボー トfXj1 :節 C8日まで〉
11日z大村市fliU施行20周年記念日
1Zs=映写技術研修会(日時図書館〉

(一)

車
保
被
保
険
者

箕
島
に
待
望
の
公
衆
電
話

1
月
幼
日
喜
び

の
記
念
通
話

箕
島
に
鹿
村
公
衆
電
話
が
設
間

一応
え
る
た
め
関
係
当
局
に
数
次
に

さ
れ
ま
し
た
。

一わ
た
る
折
衝
、
陳
情
を
つ
づ
け
て

箕
島
は
戸
数
十
五
戸

で
市
街

一き
た
も
の
で
、
よ
う
や
く
昨
年
一

(下
波
一円
)
か
ら
海
ト
ド約
丘
・
五

一月
か
民
電
々
公
社
の
明
地
調
査
が

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
、
交
通
は
通

一行
な
わ
れ
、

同
年
十
二
月
か
ら
海

学
児
童
の
船
便
が
主
体
で
、
一

般

一底
ケ
ー
ブ
ル
線
布
設
工
事
が
は
じ

甫
民
は
個
々
に
船
便
を
利
用
し
て

一ま
り、

本
年
一
月
二
十
二
日
箕
島

お
り
、
甫
内
で
も
っ
と
も
九
便
な

一分
校
教
員
宿
舎
に
瞬
時
話
機
が
設
置

所
で
し
た
。

一
さ
れ
た
あ
の
で
す
。

岡
部
落
で
は
昭
和
二
十
六
年
か
ら
一
同
日
正
午
、
箕
島
町
総
代
山
口

電
話
設
置
の
要
望
を
な
し
、
大
村
一
万
作
氏
か
ら
大
村
市
長
お
よ
び
官

官
報
電
話
局
に
お
い
て
あ
離
島
無

一報
寵
話
局
長
と
の
聞
に
電
話
開
通

電
話
部
第
解
消
に
努
め
て
い
ま
し

一わ
喜
び
の
記
念
通
話
が
行
な
わ
れ

た
が
、
市
で
は
地
元
民
の
要
望
じ
一ま
し
た
。

(
商
工
水
産
課
)

写真は記念通話

プ己=LlJI二17:if午氏

::(j= 大村rliJ.毛

と
く
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

資
格
の
あ
る
人
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不
在
者
投
票
の

で
き
る
事
由

円
注
意
】

乙
の
場
合
は
、
指
定
さ
れ
た
病

2月25日は
.. ~.rvV'''''''''''，へ内久J'<'、ハ^^^'ヘ〆v、'‘ザV、め./VV'Aん~へ/V'.
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の投票日 E 

う
え
、
乙
れ
ら
の
事
由
に
該
当
す

る
場
合
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
活
用
し
て

貴
重
な
一

票
を
行
使
い
た
し
ま
し

ょ
?っ。

票にの入の!涜東病院
は限 病院 た叩浦 I涜 (
ら院予めの病、大
でれで 定投 者 I涜岡村
き 、も(重要 お 、松市
ま 白よと H よ市 並で
・J..+.臼いの の び 立 分は
乙き )安当宗病病 、
r の口日術 院椋国
」 者は ま 、) τT. 
の な どで出 に県天
投 ど 乙 に産入立村

②呈不在者投票の取扱い
日二 界き字議古0000 000  0 0 000  
ー 補 日一① で 者欠び長二

忍欠き塁 県22表襲撃書室2
~選 干 知る者 いはに 県知 十
百挙 一事 ま つ お 議事五
旦 日選 期 投すぎけ会 選日
工 か叫開票。のる議 挙執

由 主竿の覆季語宝宮

つ
ぎ
の
場
合
は
必
ず
十
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
①
国
保
か
ら
社
会
保
険
に
加
入
し
た
時
ま
た
は
社
会
保
険
を
脱
退
し
た
時
(
社
会
保
険
H
健
保
、
船
保
共
済
、
目
躍
健
保
、
特
別
国
保
)

こ
の
た
び
地
方
税

一と
同
じ
よ
う
に
骨
離
課
税
の
万
法
目

一

一

申

告

書

の
提
出

法
の
改
正
に
よ
り
、
一に
よ
る
乙
と
と
な
り
ま
し
た
。

一

市
税
条
例
の
一
部
が
一

税

額

控
除

を
拡

大

一

皆
様
の
手
さ

に

申
告
書

配

改
正
さ
れ
、
昭
和
三

一

従
来
は
税
額
控
除
は
扶
養
陸
除

一布
ず
る
時
閉
じ

一月
下
旬
で、

三

十
七
年
度
の
市
民
税

一だ
け
で
し
た
が
、
青
色
専
従
者
、
一
月
十
五
同
ぎ
て
に
提
出
し
て
い
た

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す

一事
業
専
従
者
、
障
害
者、

老
年
者
一
メ
く
予
定
に
い
た
し
て
お
り
ま
す

一

一
が
「
申
告
の
し
か
た
書
き
か
た
」

合
算
課
税
か
ら

一宴
婦
、
勤
労
学
庄
に
つ
い
て
も
適一

一

一等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
際
、
く
わ

分

離
課
税
へ

一周
さ
れ
る
乙
と
と
な
り
ま
し
た
。
一

一

一し
く
お
知
ら
せ
す
る
乙
と
に
い
た

両
得
剖
は
従
来
、
総
一

申

告
制
度
の
強
化

一し
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
人
も
れ

所
得
金
額
、

退
酔
所

一

所
得
控
除
、
税
額
控
除
等
は
原一
な
く
申
告
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

得
金
額
、
ま
た
は
山

一則
と
し
て
申
告
書
を
官
出
し
な
け
一
願
い
い
た
し
ま
す
。

林
所
得
金
額
の
合
算
一れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
乙
と
に
な

り

一

(

税

務

課
)

課
税
で
あ
っ
た
も
の
が
、
所
得
税

一申
告
を
し
な
い
者
に
対
し
て
は、

一

投

票
用
紙
等
の

一長
崎
県
知
事
選
挙
、
長
崎
県
議
会
一

ミ

t
i
t
i
j
j

一

一

求

人

案

内

請
求

と
投

票

時

間

一
議
員
補
欠
選
挙
に
関
係
す
る
事
項
一

g
ミ
t
i
i5
2
2
5

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

一で
、
お
た
す
ね
に
な
り
た
い
事
項
一

市

内

【
男
子
】
各
種
自
動
車
'運

不
在
重
苦
行
主
つ
場
合
は
、

時
ま
で
(土
、
日
曜
日
書

む
)一
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
障
話
で
結
構
一
転
手

m
i
釘
才
目
白
O
O
J
五

投
票
の
公
正
を
期
す
る
た
め
、

一

投

票
用
紙
等
の
請
求

一で
す
か
ら
選
挙
管
理

室

会
事
務
一0
0円
、
助
手
初
才
前
後
回
収
九

一

青

E
?
フ

一
定
様
式
の
証
明
書
の
提
出
な
ど
、

お

よ
び
投

票
場

所

一局
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
一

0
0
0円
、
配
置

(
但
し
ヨ

ヨH
補
充
選
挙
人
名
簿
は

由
が
あ
っ
て
も
午

後

五

時

一
申
告
ロ
書
用

t
t備
え
っ
l
て
一
必
要
最
小
限
度
の
手
続
き
が
い
り

一
電
話
番
号
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
一
以
上
乗
用
語
者
)
、

去

最

r
E
選

挙

が

行

な

わ

れ

る

一

過

ぎ

て

か

ら

の

申

請

書

の

一

お

り

ま

す

。

一

大

村

市

選

挙

管

理

費

一員
会
事
務

一

一

5

-
H際
は

、

資

格

が

あ

っ

一

受

t
す

ま

?

で

き

な

、

一

一

ま
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
面
倒
な
も
の

局

一

①

平
常
の
場
合

一ェ

1
J
2

5

0

1
一一一五

一

ィ

l
l
申
ヌ

L
一
二
月
六
日
か
ら
二

月
十

一
で
ま
あ
J
ま

せ

ん

。

一

一

三

一

一

番

(

市

役

所

で

選

管

一

O
円
、
ガ
ス
充
填
工
M
l
m
才
月

~一出世一一日紅白川ト月
一日
告
訪
日
一信
託
坊
の
一
1

刊

誌

駐

日

れ

主

ロ一

日
耳
目
的
立
駐
日間
刊行
れ

H

録

資

格

が

で

き

た

人

一

時

一

封

一

時

日

一

う

お

願

じ

γ
一

補

充

名

簿

の

申

請

期

間

中

、

現

在

一

?

?

へ

お

た

ず

ね

の

明

る

い

政

治

一

軍

基

(

五

時

以

降

)

お

よ

び

一

U

女
子
信
号
室
0
0

6
Yを登
録
す
る
た
め
に
一
ま
で
に
生
ま
れ
た
き
で
、
昨
年
一

f
c七、
一

有

効

な

選

挙

人

名

妻

、
豆

己
主
t

t

u

口一
口
口
三
ロ

ヒ一
ι
日
一
一
口
三
日

5
5

三口
一山一一
F

一一

一一一二三
寸

一

一

土

曜
日
正
午
以
降
な
ら
び
に
日
一

0
1六
五
O
O
円
、
炊
事

空

ま

庁
調
製
す
る
名
簿
で
す
一
九
月
十
五
日
現
在
調
製
の
基
本
選
一大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

一閲
覧
に
供
し
ま
す
の
で
、
乙
の
期
一

一
月
十
一
日
(
申
請
書
受
付
は
午
後
一

曜
日
の
場
合

一

記
長

一一

O
O
円、

宥
護
婦
見

ト

ド

と
ん
ど
の
一
一
月
二
十
一挙
人
名
簿
に
登
録
資
格
が
な
か
っ
一
(市
役
所
正
門
な
な
め
前
)
ま
二

一問
中
に
名
簿
登
録
の
有
無
を
一
度
一

入

場

券

5
日

ご

ろ

配

布

一
五
時
ま
で
…
開
に
ー
の
旨
申
出

て

三
一
一
一
一番
ま
た
は
三
七
四
五
一
君
!
初
才
住
込
一
ニ
0
0
0円
、

車
問
M

五
日
に
執
行
さ
れ
る
一た
者
お
よ
び
資
格
が
あ
っ
て
登
録
一は
各
出
張
什

」
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

一

投

票

所

一
に
な
れ
ば
す
語

の
登
録
手
一

番
で
い
ず
れ
も
直
通
で
す
。
一
経
理
事
務
員
八

C
o
o
t
一
O
、

一

時

リ

長

崎

県

知

事

選

挙

お

一

も

れ

の

者

一

f

一

月

〉

う

人

は

す

ぐ

申

出

を

す

き

(

別

項

補

充

名

簿

の

項

義

一

一

0
0
0円

Zで
の
経
験
者
、

申
M

よ
び
長
崎
県
議
会
議
一

一

一

ヵ

ァ

し

一

の

乙

と

)
を
す
る
乙
と
が
で
き
ま一

6
日

-
n
日

知

事

一賄

雲

J
叩
才
住
込
日
政
二
四

O

H
員
補
欠
選
挙
に
際
し
一
宮
章

一

不

在

者

投

票

の

活

用

を

一投
票
所
の
入
場
券
は
、
お
そ
く
と
一以
前
か
ら
大
村
市
に
居
住
レ
て
い
一

す

。

一

選

挙

立

会

演

説

会

一日
ニ
O
O円、

真
珠
程
エ
ヂ

て
の
補
充
選
挙
人
名
簿
は
、
つ
ぎ
一

B
項
投
票
所
入
場

苦

闘
す
る
事
一不
在
者
投
票
は
、
つ
ぎ
に
か
か
げ

は

業

務

に
従
事
中
で
あ
る
と
き
一も
一
一
月
五
日
ど
ろ
ま
で
に
各
世
帯

一る
人

(昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
一
菜
、
乙
ん
ど
の
選
挙
か
ら、

一長
崎
県
知
事
選
挙
に
お
け
る
立
会
一
2
才
日
蚊
二
五

O

L
O
O円、

の
要
領
で
調
製
い
た
し
ま
す
の
で

一
項
を
と
容
照
く
だ
さ
い
。

一

一

一

一

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)で
、
二
一
投
票
所

が

変

更

に

な

っ

た

一
演
説
会
が
、
大
村
行
で
ま
つ
ぎ
〉
一
家
政
婦
叩
/
印
才
住
込
月
収
四
O

資
格
が
あ
る
人
は
申
請
期
間

一

j
i
!
;
一
る
よ
う
な
ー
ヨ
刊
、
投
票
日

一②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事
一ヘ
届
く
よ
う
、
町
務
連
絡
貫
主
月
五
日
ご
ろ
ま
で
に
入
場
券
が
手
一
地
域

空
部
あ
り
ま
す
の
で
、
一日
程
に
よ
り
開
讐
れ
が
こ
と
と

0
0円

中
に
も
れ
な
く
登
録
申
請
を
し
一

沖

同

同

同

一
白

川

れ

れ

選

問

時

一

日

目

的

日

間

訪

問

一

経

由

し

て
配
布
の
予
定
で
す
か
一
も
と
に
届
か
な
い
場
合
は
、
名
簿
一
議

所
へ
お
出
か
り
の
際
は
、
必
一
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
一

償
却
資
産
の
申
告

て
く
だ
さ
い
。

て一
月
六
日
か
ら

二
月
十

一
一

一

一配
布
の
対
象
は
、
昨
年
九
月
十
五

一の
登
録
も
れ
や
市
内
で
住
所
の
異
一
ず
入
場
券
記
載
の
投
票
附
を
お
確
一

せ

;
レ

ま

す

。

一

償

却
資
産
の
所
有
者
で
申
告
該

と
く
に
補
充
選
挙
人

①
大
村
市
外
に
お
い
て
職
務
ま
た

罰
則
も
適
用
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

申
告
制
度
の
強
化
は
、
今
回
の

改
正
で
は
皆
様
に
も
っ
と
も
関
係

の
深
い
こ
と
が
ら
で
あ
り
ま
す
。

各
種
控
除
は
申
告
が
原
則

控
除
の
範
囲
を
拡
大

市民税の課税方法変る
//// //////  



ム
二
月
十
一
日
午

後

一
時
か
ら

一
ム
申
込
み
は
大
村
ス

ポ
ー

ツ
社
ま
た
は
当
日
道
場
へ
〈
大
村
柔

道
協
会
)

柔

遁

ム
大
村
中
学
校
道
場

審

査

ム
三
段
以
下
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(二)

は
左
図
に
記
載
し
て
い
る
そ
れ
ぞ

れ
の
車
両
と
な
る
訳
で
す
。

同
区
品川
帯
を
設
定
し
た
区
間
で

い
ま
ま
で
車
道
に
駐
車
さ
れ
て
い

目

的

を

達

成

す

る

こ

と

が

で

き

る

一

た

車

両

は

い

っ

さ

い

駐
車
が
で
き

の

で

す

。

一

な

い

乙

と

に

な

り

ま

す

の

で

、

空

こ

の

た

び

、

そ

の

対

策

の

一

環

一

地

か

、

裏
通
り
の
車
の
通
り
の
少

と
し
て
、
大
村
市
内
の
舗
装
さ
れ
一
守
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
ら

一な
い
と
と
ろ
に
駐
車
す
る
方
法
を

た
広
炉
道
路
に
つ
い
て
車
の
通
行
一

付
図
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
た
道

一講
じ
て
く
だ
さ
い
。

t
q
円
滑
に
し
、
歩
行
者
の
安
全
を
一
路
は
車
道
専
用
と
な
り
ま
す
の
で
一
同
自
転
車
は
一
列
で
、
ま
た
、

は
か
る
た
め
、

道
路
交
通
法
に
基
一
歩
行
者
は
必
ず
歩
道
を
通
行
す
る
一
リ
ヤ
カ
ー
等
は
で
き
る
だ
け
進
行

き
つ
ぎ
の
通
り
区
分
帯
を
設
定
す
一
こ
と
で
す
。

一方
向
に
向
っ
て
、

左
側
の
歩
道
に

る
と
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

歩一

ω区
分
帯
の
中
を
通
行
す
る
車
一
寄
っ
て
端
を
通
っ
て
く
だ
さ
い
。

く
と
き
、
車
を
運
転
す

る

と

き

は

回

が

必
ず
そ
の
区
分
に
し
た
が

っ

て

通

新

持

、日つ

A
刊

行
し
て
く
だ
さ
い。

キ
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-

-

F
-

圃

¥
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一

制
心

T
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闇
イ

一色

''h±
十
十

一
ゆ

一矧
肺
門
間
出

圃

JX

一手
b

'

冒
ヤ
十
十
l
-

4

孝
章
治
f

一
宇
事
円
、活
μ

'
明
劃
主
的

一駒
山
向
一
以

i

-
i

j

i

-

-

:
 

-
叫
が
斡
一
仲
介
川
台
村
一

・
、
大
雪
ニ
一
む
原
門
日

一

[

芝

間
制
に
通
行
区
分
帯
を
設
置

警
察
や
市
交
通
安
全
協
会
で
は

皆
さ
ん
が
日
常
交
通
事
故
を
起
し

た
り
、
ま
た
、
被
害
に
か
か
ら
な

い
で
無
事
に
お
過
し
に
な
ら
れ
る

乙
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
が
、

不

幸
に
し
て
大
村
市
内
で
昨
年
中
に

発
生
し
た
交
通
事
故
瓜
一
四
八
件

で、

死
者
六
名
、
負
偏
レ
て
入
院

後
、
三
日
か
ら
七
日
ぐ
ら
い
で
死

亡
さ
れ
た
人
六
名
と、

負
傷
者

一

四

一
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
承
知
の
と
お
り
、
本
年
中
は

交
通
事
故
絶
滅
を
闘
す
る
年
と
さ

れ
、
市
、
ま
た
は
県
民
あ
る
い
は

国
民
運
面
と
し
て
、
強
力
な
指
導

訓
練
や
施
設
の
改
善
対
策
等
が
講

ぜ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、

事
故
の
絶
滅
を
期
す
る
に
は
、

な

ん
と
い
っ
て
も
、
歩
く
人
、
車
を
運

転
さ
れ
る
人
が
お
互
い
に
交
通
法

規
を
知
り
、
そ
し
て
乙
れ
を
良
く

守
る
乙
と
に
よ
っ
て
乙
そ
、
そ
の

(示308号〉

区
分
帯
に
は
駐

車
で
き
ま
せ
ん

戸/ぺ i中桝桝
;子似 合Jh問
冷、t ~ 

'J.h剖 リ・~fQ明

んは氏支んはどし
す lI!柑還す I~締

要
才2E神奈す213-情

今 卓三仲同選出

りよ

E今中平

大村市政だ

#判明#用創出
;zP552E今帯
円

以♂ 道l区分帯.

逼
行
区
分
帯
を
設

置
す
る
場
所
は

付

三

四
号
国
道
で
は

大
村
高
校
前
か
ら
原
口
十
字
路

ま
で
同

市
道
で
は

大
村
駅
前
(
浜
田
屋
旅
館
)
か

ら
本
堂
川
橋
側
ま
で

+ 

ム
ネ
ズ
ミ
に
食
べ
ら
れ
そ
う
な
食
一
ど
の
位
置
は
な
る
べ
く
卒
常
通
り

繁

一

切
出
し
て
置
言
い
よ
う
一に
し
て
置
く
乙
と
が
奇
で
す
。

に
す
る
と
同
時
に
、
家
具
汁
器
な
一
(
保
険
衛
生
課
)

員
よ
り
登
録
用
紙
を
受
領
し
、

点
検
の
う
え
二
月
二
十
日
ま
で

に
支
部
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

ム
募
集
人
員
定
員
八
十
名

ム
願
書
受
付
期
間
二
月
十
日

l
二
月
二
十
日

ム
学
力
検
査
三
月
八
、

九
日

ム
誌
験
科
目

国
語
、社
会
、
数

学
、
理
科
、
音
楽
、
図
工
、
保

体
、
職
業
家
庭
一
(必
修
)
の
八

教
科
と
英
語
、
職
業
家
庭

(選

訳
)
の
う
ち
中
学
校
で
二
年
以

上
履
習
し
た
も
の
一

教
科
。

(
大
村
高
校
定
時
制
)

ム
注
意
事
項

判
登
録
票
四
枚
は
一
応
全
部

提
出
の
乙
と
。

(
一
連
番
号
を

要
す
る
た
め
)

制
登
録
票
の
最
上
部
の
活
字

「
登
録
票
」
の
録
の
字
の
上
に

捨
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

保
育
児
を
募
集

~ 

引
揚
者
在
外
私
有
財

産
請
栄
権
の
登
録
実
施

市
立
保
育
所
と
萱
瀬
保
育
園
の

入
所
児
童
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

定
員
に
達
し
た

と
き
は
期
限
前
に
締
切
り
ま
す

ム
骸
当
児
童
保
護
者
が
共
稼

ぎ
や
病
気
等
の
理
由
に
よ
り
日

々
の
保
育
に
欠
り
る
満
二
才
以

上
就
学
ま
で
の
児
童

ム
募
集
人
員
池
田
保
茸
附
、

中
央
保
育
所
、
萱
瀬
保
育
所
各

二
十
名
程
度
、

一ニ
一郡
保
育
所
約

十
名
ム
受
付
期
間
二
月
十
日
か
ら

二
月
二
十
八
日
ま
で
(
福
祉
事
務
附
)

(毎月1日.10日.20日発行〉

引
揚
者
団
体
大
村
支
部
で
は
緊

急
理
事
会
港
開
催
し
、
つ
ぎ
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
全

員
も
れ
な
く
登
録
し
、
最
後
の

念
願
達
成
の
た
め
と
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

本
運
動
の
趣
旨
、
目
的
等
に
つ

い
て
は
地
区
の
理
事
、
代
髄
員

さ
ん
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ム
登
録
用
紙
の
引
替
え

地
区
理
事
、
代
議
員
に
代
金
を

添
え
て
一
月
三
十
一
日
ま
で
に

申
し
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ま
だ
、
引
替
え
て
い

な
い
か
た
は
急
い
で
引
替
え
て

く
だ
さ
い
。

ム
登
録
実
施
期
間
二
月
一
日

I
ニ
月
十
五
日

ム
支
部
事
務
附
に
提
出
期
日

理
事
、
代
議
員
は
、
受
持
会

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

入
居
者
を
公
募

来
る
所
へ
お
き
ま
レ
ょ
う
。
た
と

え
ば
食
品
倉
庫
、
納
屋
、
物
置
、

調
理
場
あ
る
い
は
ネ
ズ
ミ
の
通
路

か
ら
少
し
は
な
れ
た
物
陰
で
ネ
ズ

ミ
が
発
見
し
易
い
場
所
な
ど
で
す

昭
和
三
十
七
年
度
県
立
職
業

訓
練
所
の
入
所
生
を
つ
ぎ
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
職
業
安
定
所
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

ム
畏
崎
職
業
訓
練
所

科
目
H
建
築
大
工
、
木
工
、

溶
接
、
機
械
、
事
務
(男
女
)

ム
佐
世
保
職
業
訓
酔
所

科
目
U
機
械
、
板
金
、
溶
接

憧
工
、
自
動
車
整
備
、
ブ
ロ

ッ
ク
、
ラ
ジ
オ
テ
レ
ビ
修
理

事
務

(
男
女
)

ム
募
集
期
限
は
い
す
れ
も
二
月

十
三
日
ま
で
。

(大
村
公
共
職
業
安
定
所
)

長
崎
県
で
は
中
小
企
業
福
祉

施
設
の
一
環
と
し
て
、

長
崎
、

佐
世
保
の
両
市
に
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
奉
建
設
し
ま
し
た
。

夢
と
希
望
に
生
き
る
働
く
青
少

年
の
た
め
に
、

つ
ぎ
の
と
お
り

公
募
し
て
い
ま
す
の
で
、

希
望

者
は
職
業
安
定
所
に
お
い
で
に

な
れ
ば
く
わ
し
く
説
明
し
ま
す

ム
寮
の
所
在
池

長
崎
市
中
川
町
一

二
九
番
地

佐
世
保
市
八
幡
町
三
五
番
地

ム
入
寮
者
の
資
格

宋
成
年
の
子
弟
で、

長
崎
市

お
よ
び
佐
世
保
市
の
事
業
所

に
就
職
し
、
ま
た
は
就
職
が

決
定
し
て
い
る
者
で
、
通
勤

費
駆
除

日
日
か
ら
市
内
ーーー-A

川
口
最
下
欄
の
右
横
、
分
会
長

印
の
所
は
理
事
名
、
印
。
班
長

印
の
所
は
代
議
員
名
、
印

料
理
事
、
代
議
員
不
明
の
場

合
陪
、

直
接
市
福
祉
事
務
所
内

支
部
事
務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

(二
月
一
日
以
降
と
す

る
)ム
今
回
の
登
録
実
施
は
、
請

求
権
の
登
録
で
あ
り
、
前
回
の

財
産
請
求
書
と
は
意
味
が
違
い

ま
す
し
、

決
し
て
強
制
い
た
し

ま
せ
ん
。
そ
乙
で
本
事
施
に
協

力
さ
れ
な
い
か
た
は
、
補
償
金

に
関
す
る
法
律
が
で
き
て
も
、

登
録
者
と
し
て
除
外
さ
れ
る
と

「
税
金
相
談
室
確
定
申

告
早
わ
か
り
」
の
短
波

放
送

門
殺
そ
剤
の
配
置
】

乙
の
ク
マ
リ
ン
系
薬
剤
は
-
度
に

大
量
配
置
し
た
い
で
毎
日
点
検
し

て
減
っ
た
だ
け
連
続
的
に
補
充
し

ま
す。

殺
そ
剤
が
な
く
な
る
と
、
ネ
ズ
ミ

は
す
で
に
い
な
く
な
っ
た
と
と
を

意
味
し
ま
す
。

【
注
意
】

ム
卒
常
食
物
の
な
い

所
た
と
え
ば
タ
ン
ス
の
上
や
押
入

天
井
甚
な
ど
に
置
い
て
も
、
響
戒

し
て
容
易
に
食
べ
ま
せ
ん
し
、
ネ

ズ
ミ
の
通
路
ま
た
は
穴
の
前
な
ど

も
不
適
当
で
す
。

厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
殺
そ
剤
の
費
用

殺
そ
剤
は

一
戸
当
り
一
包
に
し
て
四
十
円
程

度
で
す
が
、
い
く
ら
申
込
ま
れ
で

も
結
構
で
す
。

ム
薬
剤
配
布
方

法

前
記
の
申

込
み
に
よ
り
薬
剤
は
市
役
所
保
険

衛
生
課
お
よ
び
各
出
翠
附
で
代
金

と
引
換
え
に
現
品
を
お
渡
し
し
ま

す。薬
剤
配
布
朗
日

二
月
十
四
、
十

五
日
午
前
九
時
J
午
後
五
時

【
配
置
す
る
場
所
】

常
に
ネ
ズ
ミ
が
食
物
を
あ
さ
り
に

0
0
0

前
号
の
市
政
だ
一
要
領
で

一
斉
駆
除
帯
行
な
い
ま
す

o

h

O

一

c
l曲
目

。
よ
り
で
、

ネ
ズ
ミ
一
が
市
内
全
部
実
施
し
な
い
と
効
果

。
は

μ
o
に
食
物
と
か
く
れ

一が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
実
施

迫

。

正

吃

O

場
所
管
な
く
し
て

一ず
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

日

早

て

-
.
こ

か
ら
殺
そ
剤
義

一
ム
駆
除
副
間
二
月
十
五
日
か

E

盟。、、、
o

F

一

便
一
う
よ
う
に
す
る
と
一
ら
三
月
一
日
ま
で

日
鞭
一
o
p

・0

一

守
小
型

O
X
c
効
果
が
あ
が
る
と
一

ム
殺
そ
剤
の
申
込

殺
そ

在

日
2
0
.
川

O

述
べ
ま
し
た
が
、
一
ク
マ
リ
ン
系
薬
剤
で
、
町
総
代
、

μ
間
一
。
ネ
。
も
う
雇
炊
事
場
一
班
長
、
各
事
業
所
、
各
学
校
な
ど

5
口一
0

1

・
0

一

担
問
一

0
0
0
と
か
食
品
倉
庫
な
一
に
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

貯
判
一
ど
を
よ
く
し
ら
ベ
、
食
物
が
乱
雑

一
町
り
ま
と
め
て
(
町
内
お
よ
び
団

町
一
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
た
し

一体
で
)
二
月
十
日
ま
で
申
込
み
を

臨
一
か
め
る
乙
と
で
す
。

一し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一

斉
駆

(
-
乙
の
た
び
大
村
市
で
は
つ
ぎ
の

一除
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
期
日
を

確
定
申
告
を
す
る
場
合
参
考
と

な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
聴
講
さ
れ

る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ム
放
送
題
名
短
波
税
金
相

談
室
「
確
定
申
告
早
わ
か

り」放
送
日
時

二
月
一

日

t

三
月
十
日
。

毎
週
火
、
木

土
、
午
後
八
時
三
十
分
か

ら
四
十
五
分
ま
で

講

師

国
税
庁
所
得
税
課

長
補
佐
伴

縞

(
商
工
水
産
課
)

大
村
高
校
定
時

制
生
徒
を
募
集

ム

大
村
高
等
学
校
定
時
制

(夜

間
部
)
で
は
、
昭
和
三
十
七
年

度
の
新
入
住
徒
巻
、
募
集
し
て

い
ま
す
。

ム


